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測定概要

　前回および今回の部屋の中央 1カ所の測定では、マイナスイオンとホルムアルデヒド濃度
の低減効果が立証されなかった。その原因要素として、居室において、マイナスイオンおよ
びホルムアルデヒドが壁・天井面などへの吸着の可能性も考えられるので、垂直・水平方向
における濃度分布を求めることで、マイナスイオンの拡散性を踏まえた空気イオンとホルム
アルデヒド濃度の相関関係について考察する。

■測定日時　9／ 14に 102号室、9／ 15に 103号室

■測定項目および使用機器
・空気イオン濃度　空気イオン濃度測定器 inti ITC - 201A（アンデス電気社製）
・ホルムアルデヒド気中濃度　簡易測定器ホルムアルデメータ 400（JMS社取扱）
・気温および湿度　サーモンレコーダおんどとりRH TR - 72S（T＆ D社製）

■測定場所
・所在地　群馬県群馬郡群馬町北原
・建物種別　集合住居（アパート）
・構造　軽量鉄骨造
・階数　2階建ての 1階 102、103号室
・規模　延べ床面積　21．33㎡　　測定室面積 10．4㎡
・築年数　竣工年月　2002年 1月末
・換気方式　第 3種換気（但し測定前の換気は第 4種換気）
・居住状況　未入居
・建具　押入れを開放
・家具購入状況　購入していない（但し備え付けシューズボックスを測定台として使用）
・建具状況　表 5・1に示す。
・測定位置　図 4・1から図 4・3に示す。

■使用エアコン
102：マイナスイオン発生機能付きエアコン　大清快RAS - 285UDR（東芝社製）
　　　冷房 28℃・弱　＋　空気清浄（マイナスイオン発生）
103：マイナスイオン発生機能付きエアコン　大消快RAS・285UDR（東芝社製〉
　　　冷房 28℃・弱



測定の流れ

測定の流れを図 4-1 に示す。

・マイナスイオンの拡散性を踏まえた空気イオンとホルムアルデヒド濃度の相関関係を
探るために、測定中はエアコンを運転させ続けた。

・空気イオン濃度は 10分間測定の平均値をとった。マイナスイオン濃度測定後すぐに
プラスイオン濃度を測定した。空気イオン濃度測定器を 2台使用し、同時に同符号の
イオン濃度を測定し、平均値をとった。

・ホルムアルデヒド測定は簡易測定器を使用し、空気イオン濃度測定と同時に 20分間
の測定し、平均値をとった。

・上下四隅における空気イオンとホルムアルデヒド濃度測定と同時に、部屋の中央およ
び外気において温度・湿度を測定した。























■空気イオン濃度

　空気イオン濃度の測定結果を、表 4-2 および 102号室では図 4-2、図 4-5 から図 4-7 に示し、103
号室では図 4-3、図 4-11 から図 4-13 に示す。

　測定中における、各室の空気イオン総数を比較すると、102号室は 103号室より非常に多くの空気
イオンが発生している（図 4-2、4-3）。これは、エアコンによるマイナスイオン発生機能が有効に作用し
ているからである。

　上下四隅における空気イオン濃度分布に関して、マイナスイオンの拡散性を踏まえると、マイナスイオ
ンは均一になると考えられたが、実際は 102号室の空気イオンの総数は、エアコンの空気の流れに沿っ
て、総数が変化していくことがわかった。103号室の空気イオン濃度は、エアコンをマイナスイオン機
能なしの運転だったため、マイナスイオンがプラスイオンより少なく、外気に似た空気イオン濃度分布に
なっていることが確認できる。また、高低差における濃度分布では、室内の低い位置よりも高い位置のほ
うが、マイナスイオンが多く存在した。

　空気イオン比に関しては、102号室の空気イオン比は、0の値に近く、103号室よりも圧倒的に小
さく、マイナスイオン発生機能が有効に作用していることが確認できる。また、102号室の空気イオン
比は、高い位置の空気イオン比は低い位置での空気イオン比より小さいことが確認できる（図 4 - 6）。

　空気イオンバランスに関して、図 4-5 より 102号室の空気イオンバランスはエアコンの影響から圧倒
的にマイナスイオンが多いことが確認できる。図 4-11 より 103号室の空気イオンバランスは、外気の
空気イオンバランスと類似していることが確認できる。

■ホルムアルデヒド気中濃度

　ホルムアルデヒド気中濃度の測定結果を、表 4-2 および 102号室では図 4-2、図 4-8 から図 4-9 に示
し、103号室では図 4-3、図 4-14 から図 4-15 に示す。

　隣り同士の同形状の部屋での測定を行ったので、部屋の中央での測定では、102号塞が 0．055ppm（温
度補正済み）、103号室が 0．061ppm（温度補正済み）となり、ホルムアルデヒド濃度は両室似
ていることが確認できる。

　102号室のホルムアルデヒド気中濃度に関して、測定を測定 1から測定 9と進んでいくと、窓の開閉
が増え、ホルムアルデヒド濃度が減少したことが確認できる。

　また、高低差におけるホルムアルデヒド濃度分布に関して、図 4-2 から図 4-3 より両室の高低差による
有意差はみられなかった。

■空気イオン濃度とホルムアルデヒド気中濃度

　空気イオン濃度とホルムアルデヒド濃度分布に関して、マイナスイオンを大量に発生している 102号室では、イオ
ン吹出口に近い測定 1及び測定 3で、ホルムアルデヒド濃度が明らかに低下しており、測定箇所によりマイナスイオ
ンによるホルムアルデヒド濃度低減効果があると考えられる。

測定結果・考察



9 月 14 日　102 号室　天候：晴れ

臭いなど：下水臭の臭いがする。鼻につく臭いがする。

外気状況：風が強く吹いている。












